
この街にずっといる人、やってきた人、出て行く人…。
ささやかだけれども確かにこの北九州の街の景色に溶け込む日常と、
そこに息づく人々が様々に交錯する物語。 それぞれが馳せる「彼の地」への想いとは。
しなやかな視線で描き出す、北九州の街の匂いの群像劇。

※★4日（木）はアフタートークあり
※2月12日(金)～14日(日)東京公演あり

【日程】

撮影：重松美佐

・北九州芸術劇場プレイガイド／オンラインチケット／ TEL 093-562-8435
・チケットぴあ［P コード：445-526］ ローソンチケット［L コード：87137］

【チケット取扱】

【作・演出】 桑原裕子 （KAKUTA）
【出演】

岩本将治、大神拓哉、尾﨑宇内、佐藤恵美香、椎木樹人、上瀧征宏、高野由紀子、
高山実花、髙山力造、寺田剛史、服部容子、平嶋恵璃香、美和哲三、吉田砂織、
リン、脇内圭介／若狭勝也、佐賀野雅和、異儀田夏葉

【料金】
一般￥3,000
学生￥2,500（小～大学生／要学生証提示）
＊全席自由・当日￥500増・未就学児入場不可

【会場】 北九州芸術劇場　小劇場

◆お問合わせ◆　北九州芸術劇場　TEL 093-562-2655

13：00

2/2
（火）

2/3
（水）

2/4
（木）

2/5
（金）

2/6
（土）

2/7
（日）

14：00

18：00
19：00

6

2452



子どもたちのためのレクチャーコンサート 名曲への誘い
（小･中･高校生対象 無料招待コンサート）
渡辺玲子[ヴァイオリン]、江口 玲[ピアノ] ほか

7㈰ 15:00
無　料 （公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）6661

※対象：小学生以上
※全席自由　※要整理券

北九州市立響ホール×北九州芸術劇場×北九州市漫画ミュージアム
ミュージックギャラクシー ～音楽銀河鉄道999に乗って！！～
中川賢一[ピアノ]、Quatuor B[サクソフォン四重奏]

14㈰ 15:00

一般 ￥2000
U-25 ￥1000

（学生問わず25歳以下、要証明）
北九州芸術劇場
093（562）2655

※対象：小学生以上
※当日各￥500増　※全席自由

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

桃山の茶陶
志野・織部・古唐津など、激動の桃山時代に創り出された茶陶の名品を展示 1/8㈮～3/27㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『おきあげ人形の世界と美の見立て雛』
明治～現代までの「おきあげ」を展示します。 2/6㈯～3/6㈰ 無　料 関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ）

093（331）6700筑前琵琶「平家物語」演奏会
日本旭会 7㈰ 11:00 無　料13:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

１
階

天空ジャズ
出演：トニック・オブノーツ 6㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）415119:30

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司市民会館まつり　舞の祭典
藤扇萊玉一門会・泉栄社中・真寿聖真社中・若生千翔一門会 28㈰ 12:00 ￥1000 門司市民会館

093（321）2907

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

洋画名作資料展
後世に語り継がれる感動の名作洋画のポスター、パンフレットなど約150点展示します。

1/1㈮㈷～
4/6㈬

9:00～
17:00 無　料

海峡寄席
出演：噺の会じゅげむ小倉出張所 7㈰ 14:00～

15:30 無　料

マンスリージャズ
出演：L．P．S 14㈰ 14:00～

16:00 無　料

門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）4151

マンスリーシアター
上映：続・警察日記 28㈰ 14:00～

16:00 無　料

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

１
階

松
永
文
庫

１
階

２
階

魅惑のシャンソン
TAKAKOさんの魅力あふれる歌声をお楽しみください。 20㈯ 13:30

無　料
（別途、茶菓代として￥500）

北九州市立東部勤労婦人センター
（レディスもじ）
093（371）4649※対象：小学生以上　※要申込

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

音
楽
室

新春第23回　北九州選抜歌謡祭 7㈰ 10:00 無　料 北九州選抜歌謡祭実行委員会
093（671）7636

第41回 九州公演 日本フィル in kyusyu 2016 11㈭㈷ 14:00
RS席 ￥7000　SS席 ￥6000
S席 ￥5500 　A席 ￥4500

学生席 ￥3500
日本フィル北九州公演実行委員会事務局

090（4997）5500
※対象：小学生以上　※託児所有（無料）

AKIRA FUSE LIVE 2015－2016　～うたかた～ 14㈰ 15:00 A席 ￥6900
B席 ￥6400

MIN-ON福岡
092（629）3050

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司駅」徒歩15分　　「社ノ木１丁目・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始北九州市立東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

障

障

月

笑顔のおてつだいバリアフリーコンサート
アコム“みる”コンサート物語　「ピーター・パン」 7㈰ 14:00

13:20開場 無　料 笑顔のおてつだい事務局
0120（7878）07

建国記念の日奉祝北九州市民大会 11㈭㈷ 12:30 無　料 建国記念の日奉祝
北九州市民大会実行委員会

　090（2082）3067※要整理券

福岡県立小倉商業高等学校吹奏楽部　第19回定期演奏会 21㈰ 14:30 ￥300 福岡県立小倉商業高等学校
093（921）2245【原】※当日￥100増

Peek-a-Boo Dance Collection 28㈰ 14:00
￥2500

3歳以下無料
Peek-a-Boo Dance Studio

090（9075）0487※当日￥500増

山海塾「金柑少年」
世界で上演を重ねた山海塾の記念碑的作品である代表作が再び北九州へ 7㈰ 14:00

一般 ￥4500
ユース（24歳以下） ￥2500

高校生[的]チケット ￥1500
北九州芸術劇場
093（562）2655

※対象：小学生以上

北九州子ども劇場2月高学年部例会「チェルノブイリの祈り」（オフィス・パパン） 11㈭㈷ 18:30
会　費 北九州子ども劇場

093（884）3834※対象：小学生以上　
※子ども劇場会員でない方はお問合せください

第7回　北九州市都市景観賞　表彰式及び記念トークショー 12㈮ 18:00 無　料 北九州市建築都市局計画部
都市計画課

093（582）2595【原野】※要事前申込

京築神楽　北九州公演 13㈯ 15:00 無　料 福岡県広域地域振興課
092（643）3178

二兎社「書く女」
数々の名作を残した樋口一葉。その奇跡の半生を女優・黒木華が演じます。

20㈯ 18:00

21㈰ 13:00

一般 ￥4500
高校生[的]チケット ￥1500
※対象：小学生以上
※21㈰は前売終了

北九州芸術劇場
093（562）2655

富良野GROUP公演2016冬「屋根」 23㈫ 19:00
￥3500 北九州文化芸術事業協議会

（里山を考える会）
093（616）7480

※対象：小学生以上
※当日￥500増

第2回林芙美子文学賞表彰式及び最終選考委員記念トーク
表彰式の後に井上荒野、角田光代、川上未映子の3名の先生による記念トークを行う。 27㈯

表彰式
13:30

無　料 北九州市立文学館
093（571）1505記念トーク

14:30

Girasol小倉校　フラメンコ発表会 28㈰ 17:30 無　料 Girasol ハギワラ
090（9401）0320※要整理券

北九州芸術劇場プロデュース「彼の地」
住んでいる人、出て行った人、やってきた人…北九州の街の匂いの群像劇

2㈫～3㈬ 19:00
一般 ￥3000

学生（小～大学生） ￥2500
高校生[的]チケット ￥1000

北九州芸術劇場
093（562）2655

4㈭ 14:00
19:00

5㈮ 19:00

6㈯ 13:00
18:00 ※対象：小学生以上　

※当日各￥500増（高校生は除く）7㈰ 13:00

ハイバイ「夫婦」
"生々しいけど笑える"ハイバイ最新作は、実父の死を取材した物語

13㈯
14:00 一般 ￥3300

学生（小～大学生） ￥2500
高校生[的]チケット ￥100018:00

14㈰ 14:00 ※対象：小学生以上
※当日一般のみ￥500増

音楽の広場PAM第110回コンサート 21㈰ 14:00 会員 ￥ 500
一般 ￥1000

音楽の広場PAM
090（9605）3881【岩崎】

 田上パル「合唱曲第58番」
<体育会系演劇>とも称される話題の劇団、田上パルが10年ぶりの北九州公演

27㈯
14:00

一般 ￥2500
高校生以下 ￥1000 北九州芸術劇場

093（562）265528㈰ ※対象：小学生以上
※当日一般のみ￥500増

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

平成27年度周望学舎修了記念作品展　書道・陶芸・写真 3㈬～9㈫
10：00～18：00

無　料
※9㈫は15：00まで

周望学舎
093（591）2626

北九州市職員文化祭　絵画・書道・手芸・写真 10㈬～16㈫ 無　料 北九州市職員文化体育協議会
093（582）2221

美しい文字を書く人に
公文書写　合同書作展　書道 17㈬～23㈫ 無　料 公文エルアイエル

093（561）6083

彩友会作品展　絵画 2/24㈬～3/1㈫ 無　料 彩友会
090（3730）4951

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2016.February

小倉
北

小倉
北

□所 □℡
□休

□時

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡

北九州芸術劇場

北九州芸術劇場

市民ギャラリー

■北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成28年度中に中劇場修繕工事を計画しております。 （予定工事期間：平成29年2月1日から平成29年3月12日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉 

月



子どもたちのためのレクチャーコンサート 名曲への誘い
（小･中･高校生対象 無料招待コンサート）
渡辺玲子[ヴァイオリン]、江口 玲[ピアノ] ほか

7㈰ 15:00
無　料 （公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）6661

※対象：小学生以上
※全席自由　※要整理券

北九州市立響ホール×北九州芸術劇場×北九州市漫画ミュージアム
ミュージックギャラクシー ～音楽銀河鉄道999に乗って！！～
中川賢一[ピアノ]、Quatuor B[サクソフォン四重奏]

14㈰ 15:00

一般 ￥2000
U-25 ￥1000

（学生問わず25歳以下、要証明）
北九州芸術劇場
093（562）2655

※対象：小学生以上
※当日各￥500増　※全席自由

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

桃山の茶陶
志野・織部・古唐津など、激動の桃山時代に創り出された茶陶の名品を展示 1/8㈮～3/27㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『おきあげ人形の世界と美の見立て雛』
明治～現代までの「おきあげ」を展示します。 2/6㈯～3/6㈰ 無　料 関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ）

093（331）6700筑前琵琶「平家物語」演奏会
日本旭会 7㈰ 11:00 無　料13:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

１
階

天空ジャズ
出演：トニック・オブノーツ 6㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）415119:30

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司市民会館まつり　舞の祭典
藤扇萊玉一門会・泉栄社中・真寿聖真社中・若生千翔一門会 28㈰ 12:00 ￥1000 門司市民会館

093（321）2907

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

洋画名作資料展
後世に語り継がれる感動の名作洋画のポスター、パンフレットなど約150点展示します。

1/1㈮㈷～
4/6㈬

9:00～
17:00 無　料

海峡寄席
出演：噺の会じゅげむ小倉出張所 7㈰ 14:00～

15:30 無　料

マンスリージャズ
出演：L．P．S 14㈰ 14:00～

16:00 無　料

門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）4151

マンスリーシアター
上映：続・警察日記 28㈰ 14:00～

16:00 無　料

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

１
階

松
永
文
庫

１
階

２
階

魅惑のシャンソン
TAKAKOさんの魅力あふれる歌声をお楽しみください。 20㈯ 13:30

無　料
（別途、茶菓代として￥500）

北九州市立東部勤労婦人センター
（レディスもじ）
093（371）4649※対象：小学生以上　※要申込

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

音
楽
室

新春第23回　北九州選抜歌謡祭 7㈰ 10:00 無　料 北九州選抜歌謡祭実行委員会
093（671）7636

第41回 九州公演 日本フィル in kyusyu 2016 11㈭㈷ 14:00
RS席 ￥7000　SS席 ￥6000
S席 ￥5500 　A席 ￥4500

学生席 ￥3500
日本フィル北九州公演実行委員会事務局

090（4997）5500
※対象：小学生以上　※託児所有（無料）

AKIRA FUSE LIVE 2015－2016　～うたかた～ 14㈰ 15:00 A席 ￥6900
B席 ￥6400

MIN-ON福岡
092（629）3050

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司駅」徒歩15分　　「社ノ木１丁目・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始北九州市立東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

障

障

月



特別企画展　「世界文学と清張文学」 1/16㈯～3/31㈭

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500

中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

小磯良平・中山忠彦・片岡球子　版画特集　（併催　日本画・洋画特選版画展） 3㈬～16㈫ 無　料

上野黄陽　個展「墨・往古来今」－墨のこれまで、墨のこれから－ 17㈬～23㈫ 無　料

第9回　小池壮太　油絵展 2/24㈬～3/1㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

新鋭作家　第5回　花と風景絵画展 3㈬～9㈫ 無　料

小磯良平・中山忠彦・片岡球子　版画特集　（併催　日本画・洋画特選版画展） 10㈬～16㈫ 無　料

～夢の世界をのぞいてごらん～　ノブ・サチ　油絵展 17㈬～23㈫ 無　料

「磁器の世界」　鹿谷敏文　作陶展 2/24㈬～3/1㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。 開催中～3/27㈰

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100 小倉城

093（561）1210北九州技の達人　まごじ凧作品展
県を代表する特産工芸品・まごじ凧を展示します。 2/1㈪～3/1㈫

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
天
守
閣
１
階
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 3㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 17㈬ 14:00 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

カラオケフェスティバル 21㈰ 9:30 無　料 西日本カラオケ連合
093（962）1298【須藤】

紙版画展（卒園記念製作） 10㈬～
14㈰

9:00～
17:00 無　料 志井幼稚園

093（963）1007【田下】

大
ホ
ー
ル

展
示

コ
ー
ナ
ー

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ヨナ・フリードマン展
詳細はお問合せください。

1/25㈪～3/4㈮
（日・祝休み）

無　料
※土曜日は12:00から

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

2015年度グッドデザイン賞 in 北九州
九州初上陸の今年度グッドデザイン賞作品を通じて、最先端のデザインに触れてみませんか。 1/23㈯～4/10㈰ 大人 ￥300

中学生以下無料 北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411世界遺産登録記念デザイングッズ2015コレクション

今回の世界遺産登録施設をモチーフとする、お土産品や作家作品等の紹介 1/23㈯～4/10㈰ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

本
館

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

小
画
廊

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

現代美術センター CCA北九州 □所

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始□休

□℡ □時若松

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

月

専門学校卒業・進級制作展
①麻生情報ビジネス専門学校　北九州校　ゲームクリエータ科　
②麻生情報ビジネス専門学校　北九州校　CGクリエータ科・CGデザイン科
③総合学園ヒューマンアカデミー北九州校マンガカレッジ

①6㈯
～7㈰

無　料

※7㈰、14㈰は16:00まで 北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

②11㈭㈷
～14㈰

11:00～
17:00

③26㈮
～28㈰

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

14㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要27㈯

漫画スクール
テーマ①「人物の描き方（キャラクターを動かそう）」
　　　②「モンスターや動物の描き方」
毎回のテーマにあわせて、プロの道具で漫画を描こう！

①7㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

②21㈰ ※対象：小学3年生以上
※要事前申込（定員先着24名）

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

北九州市のグラフィックデザイナー　永野宏三　～穏やかな時間を描く～
北九州市を代表するグラフィックデザイナー・永野宏三の作品を約40点展示。 2/9㈫～4/10㈰

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

朗読&作品解説「見る、聴く、語る」
永野氏の著書の朗読と制作現場の裏話をお話します。 21㈰ 14:00

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

小笠原流　加冠の儀
一般公募で選ばれた新成人女性が体験します。 28㈰ 12:00

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室
研
修
室
書
院
棟

ビデオるーむ
バンビ 7㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
図
書
室

子ども映画会
新・泣いた赤おに　トムとジェリー「かわいい逃亡者」「おしゃべり子ガモ」 14㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画　「野ばら」（1957年　オーストリア）
監督：マックス・ノイフェルド　主演：ミハイル・アンデ　エリノア・イェンセン 20㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画　「銀座カンカン娘」（1949年　モノクロ作品）
出演：高峰秀子　灰田勝彦　笠置シヅ子　ほか 27㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

ヤマハPTC　小さな発表会
ピアノ発表会 14㈰ 11:00 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店

093（531）4342

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ホ
ー
ル

描かれた女たち―女性像にみるフォルム／現実／夢
明治から現代までの作家が「女性」をテーマに描いた作品。油彩、パステル画などを展示。 1/2㈯～2/28㈰

一般 ￥1000
高大生 ￥0600
小中生 ￥0400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

高文連デザインコンテスト作品展示会
高文連デザインコンテストの優秀作品を展示する。 16㈫～21㈰ 無　料 北九州市立文学館

093（571）1505第38回光草書道展「江戸文学を書く」
小倉南区で活動する光草書道会が江戸時代の文芸作品を書く展覧会。 2/27㈯～3/6㈰ 無　料

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2016.February

北九州市漫画ミュージアム小倉
北

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□休
□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　　 093（512）5077　　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、2/9㈫、10㈬

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

障

障

月



特別企画展　「世界文学と清張文学」 1/16㈯～3/31㈭

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500

中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

小磯良平・中山忠彦・片岡球子　版画特集　（併催　日本画・洋画特選版画展） 3㈬～16㈫ 無　料

上野黄陽　個展「墨・往古来今」－墨のこれまで、墨のこれから－ 17㈬～23㈫ 無　料

第9回　小池壮太　油絵展 2/24㈬～3/1㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

新鋭作家　第5回　花と風景絵画展 3㈬～9㈫ 無　料

小磯良平・中山忠彦・片岡球子　版画特集　（併催　日本画・洋画特選版画展） 10㈬～16㈫ 無　料

～夢の世界をのぞいてごらん～　ノブ・サチ　油絵展 17㈬～23㈫ 無　料

「磁器の世界」　鹿谷敏文　作陶展 2/24㈬～3/1㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。 開催中～3/27㈰

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100 小倉城

093（561）1210北九州技の達人　まごじ凧作品展
県を代表する特産工芸品・まごじ凧を展示します。 2/1㈪～3/1㈫

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
天
守
閣
１
階
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 3㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 17㈬ 14:00 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

カラオケフェスティバル 21㈰ 9:30 無　料 西日本カラオケ連合
093（962）1298【須藤】

紙版画展（卒園記念製作） 10㈬～
14㈰

9:00～
17:00 無　料 志井幼稚園

093（963）1007【田下】

大
ホ
ー
ル

展
示

コ
ー
ナ
ー

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ヨナ・フリードマン展
詳細はお問合せください。

1/25㈪～3/4㈮
（日・祝休み）

無　料
※土曜日は12:00から

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

2015年度グッドデザイン賞 in 北九州
九州初上陸の今年度グッドデザイン賞作品を通じて、最先端のデザインに触れてみませんか。 1/23㈯～4/10㈰ 大人 ￥300

中学生以下無料 北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411世界遺産登録記念デザイングッズ2015コレクション

今回の世界遺産登録施設をモチーフとする、お土産品や作家作品等の紹介 1/23㈯～4/10㈰ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

本
館

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

小
画
廊

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

現代美術センター CCA北九州 □所

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始□休

□℡ □時若松

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

月



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

アンデスの古代染め　ニットフェア 2㈫～7㈰ 無　料

平野聖子　作陶展 9㈫～14㈰ 無　料

～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 16㈫～21㈰ 無　料

佐藤勝彦の世界展 23㈫～28㈰ 無　料

093（643）5268

お遊戯会 6㈯ 14:00 関係者のみ 第二文化幼稚園
093（611）1436

北九州マリンバオーケストラRIM　Concert　vol.2 11㈭㈷ 14:00
一般 ￥2500

友の会 ￥2000
高校生以下 ￥1500

黒崎ひびしんホール
093（621）4566合唱の街・北九州

冨永裕輔スペシャルコラボコンサート2016～明日への翼～ 20㈯ 17:00

一般 ￥2000
友の会 ￥1500

大学生以下 ￥1000
中学生以下 ￥0500

※当日￥500増

北九州市民吹奏楽団　第35回定期演奏会 28㈰ 14:30 ￥500 北九州市民吹奏楽団
080（1710）2407【池田】

ピティナ　ハピネス　KitaQ　ステーション　黒崎ピアノステップ2月 11㈭㈷ 10:10 無　料 ピティナ ハピネス KitaQ ステーション
093（981）8520

チヤマスタジアム　みんなの発表会2016 13㈯ 14:00 ￥500 ㈱チヤマグローバル チヤマスタジアム
093（651）5985

長崎街道「歴史探訪講座」
講義　黒崎歴史回廊「黒崎歴史よもやまばなし」 21㈰ 14:00 無　料

※要申込

八幡西区役所総務企画課企画係
093（642）1441（内線261）

北九州子ども劇場2月幼児例会「おーいペンギンさ～ん」 27㈯ 15:00 会員制 北九州子ども劇場
093（884）383418:30

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

福岡教育大学三年美術科学生展　洋画・日本画・彫刻・工芸・デザイン 2㈫～
7㈰

9:00～
18:00

無　料 福岡教育大学三年美術科
090（7141）8665【碇】※7㈰は16:00まで

北九州市立年長者研修大学校穴生学舎修了記念作品展
洋画・書・写真

8㈪～
14㈰

10:00～
17:30

無　料 北九州市立年長者研修大学校  穴生学舎
093（645）6688【大礒】※8㈪は12:30から、

11㈭㈷、13㈯、14㈰は15:00まで 

福岡教育大学中等教育教員養成課程書道専攻第十四期生卒業書作展 書 16㈫～21㈰ 無　料 福岡教育大学書道科中等十四期生
080（5266）0112【本松】※21㈰は17:00まで

第35回小中合同美術展　絵画・立体・工作（児童・生徒作品） 23㈫～
28㈰

9:30～
17:00 無　料 北九州市小学校図画工作科教育研究会

093（603）0362【上坂】

阿部直昭絵画教室彩友会作品展　洋画 2/29㈪～3/6㈰ 無　料 阿部直昭絵画教室　彩友会
0949（26）7942【阿部】※2/29㈪は12:00から、3/6㈰は16:00まで

全
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市中学生合唱フェスティバル
中学校21校、小学校3校の合唱部によるハーモニーの祭典 7㈰ 13:00 無　料 北九州市教育委員会指導第一課

093（582）2367【倉本】
第51回創作ダンス研究発表会
育てよう！感性・創造力・表現力。いつまでも心豊かに美しく 20㈯ 13:30 無　料 福岡県女子体育連盟北部支部

093（881）1147【酒井】
第4回パレードピース
九州内の大学生の有志が集まり、吹奏楽の演奏会を行います。 21㈰ 13:00 無　料 パレードピース

神田　将エレクトーン・リサイタル
たった1台の楽器でフルオーケストラに迫るエレクトーン界の魔術師 28㈰ 15:00

一般 ￥3800
Ｕ-25 ￥2000 北九州労音

093（571）0227【野知】
※対象：小学生以上　※全席指定

歌曲の会　第3回コンサート〝春へのあこがれ〟 11㈭㈷ 14:00 ￥2000 歌曲の会
090（2852）0130【松森】

福岡ユネスコ文化講演会＆トークショー「東山彰良の小説世界」
2015年　直木賞受賞『流』著者 24㈬ 14:00 無　料

※要事前申込

北九州市市民文化スポーツ局
文化企画課

093（582）2391【金田】

※当日￥500増　※全席自由

第4回ゆかいな発表会
小さなピアニストたち総勢50名によるピアノ＆ドラムセッションコンサート 28㈰ 13:30 無　料 ゆかいな発表会実行委員会

080（2714）0015【田中】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

障

月

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

九州朝鮮中高級学校美術部展覧会 14㈰～17㈬ 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130※17㈬は17:00まで

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

冬の特別展「大正・昭和の暮らしと風景」
版画や古布資料により大正・昭和のまちの風景や人びとの暮らしと心情を探る。 開催中～28㈰

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

歴史ぽけっと企画展「変わるわたしたちのくらし」
資料や写真を通して人々のくらしの変化や道具の変遷などを紹介します。 開催中～4/3㈰

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

世界文化遺産登録記念展「世界遺産のまち　北九州と明治日本の産業革命」
工業・港湾都市として発展を遂げた北九州の近代史を紹介 開催中～4/6㈬

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

【冬の恐竜学】恐竜をもっと楽しく見るホネの話
展示の恐竜などを現場で解説してまわります。 21㈰ 14:00

無　料
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者同伴）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

サイエンスショー
金属に関する実験アラカルト 11㈭㈷ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と冬の星空を望遠鏡で観察します。 20㈯ 18:30～

20:00

大人 ￥100
中高生 ￥070
小学生 ￥050

※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、2/6㈯電話受付開始

おもちゃ病院
小学生低学年までのおもちゃ（ゲーム機を除く）をおもちゃのドクターが直します。 28㈰

10:00～
12:00

13:00～
16:00

無　料
（部品代のみ実費）

※修理受付時間10:00～12:00

冬の星空CDコンサート
きらめく冬の星とともに素敵なCD音楽を聴いてみませんか？

6㈯～7㈰
11㈭㈷
13㈯～14㈰
20㈯～21㈰
27㈯～28㈰

13:30
大人 ￥300

中高生 ￥200
小学生 ￥150

※14㈰わらべの日は、小中学生無料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
会
議
室

小
会
議
室
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

緑ヶ丘幼稚園　音楽会
園児の器楽・劇・遊戯 11㈭㈷ 9:30 無　料 学校法人 モン・カルカ学園 緑ヶ丘幼稚園

093（611）0530【副島】
第20回　藍の会作品展
洋画・水彩画　約50点

17㈬～
23㈫

10:00～
17:00

無　料 藍の会
093（692）3273【河野】※17㈬は13:00から、23㈫は16:00まで

GMTフォト北九州写真展
写真　約100点

25㈭～
28㈰

10:00～
18:00

無　料 GMTフォト北九州
070（5491）1955【野知】※25㈭は15:00から

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル
美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

人形ボードヴィル・ドラの笑顔の宅配便
音楽に合わせて人形が踊りだす、子どもから大人まで楽しめるステージです。 14㈰ 15:10 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）5555
イ
ベ
ン
ト

ひ
ろ
ば

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

謎解きイベント
怪猫ハッカイと桟敷の奇術師
詳細は特設サイト「怪猫ハッカイ」で検索ください。

1/30㈯
～31㈰ ①10:00

②13:00
③16:00

大人（高校生以上） ￥1500
中学生 ￥1300

小人（小学4～6年生） ￥1200
テーブルチケット（4名様まで） ￥4800

g-noia（ジーノイア）
080（2715）51616㈯～7㈰

11㈭㈷
13㈯～14㈰ ※当日各￥300増、テーブルチケット当日￥6300

こ
や
の
せ
座

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2016.February

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　2/3㈬、17㈬□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

障

障

障

障

障

月



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

アンデスの古代染め　ニットフェア 2㈫～7㈰ 無　料

平野聖子　作陶展 9㈫～14㈰ 無　料

～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 16㈫～21㈰ 無　料

佐藤勝彦の世界展 23㈫～28㈰ 無　料

093（643）5268

お遊戯会 6㈯ 14:00 関係者のみ 第二文化幼稚園
093（611）1436

北九州マリンバオーケストラRIM　Concert　vol.2 11㈭㈷ 14:00
一般 ￥2500

友の会 ￥2000
高校生以下 ￥1500

黒崎ひびしんホール
093（621）4566合唱の街・北九州

冨永裕輔スペシャルコラボコンサート2016～明日への翼～ 20㈯ 17:00

一般 ￥2000
友の会 ￥1500

大学生以下 ￥1000
中学生以下 ￥0500

※当日￥500増

北九州市民吹奏楽団　第35回定期演奏会 28㈰ 14:30 ￥500 北九州市民吹奏楽団
080（1710）2407【池田】

ピティナ　ハピネス　KitaQ　ステーション　黒崎ピアノステップ2月 11㈭㈷ 10:10 無　料 ピティナ ハピネス KitaQ ステーション
093（981）8520

チヤマスタジアム　みんなの発表会2016 13㈯ 14:00 ￥500 ㈱チヤマグローバル チヤマスタジアム
093（651）5985

長崎街道「歴史探訪講座」
講義　黒崎歴史回廊「黒崎歴史よもやまばなし」 21㈰ 14:00 無　料

※要申込

八幡西区役所総務企画課企画係
093（642）1441（内線261）

北九州子ども劇場2月幼児例会「おーいペンギンさ～ん」 27㈯ 15:00 会員制 北九州子ども劇場
093（884）383418:30

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

福岡教育大学三年美術科学生展　洋画・日本画・彫刻・工芸・デザイン 2㈫～
7㈰

9:00～
18:00

無　料 福岡教育大学三年美術科
090（7141）8665【碇】※7㈰は16:00まで

北九州市立年長者研修大学校穴生学舎修了記念作品展
洋画・書・写真

8㈪～
14㈰

10:00～
17:30

無　料 北九州市立年長者研修大学校  穴生学舎
093（645）6688【大礒】※8㈪は12:30から、

11㈭㈷、13㈯、14㈰は15:00まで 

福岡教育大学中等教育教員養成課程書道専攻第十四期生卒業書作展 書 16㈫～21㈰ 無　料 福岡教育大学書道科中等十四期生
080（5266）0112【本松】※21㈰は17:00まで

第35回小中合同美術展　絵画・立体・工作（児童・生徒作品） 23㈫～
28㈰

9:30～
17:00 無　料 北九州市小学校図画工作科教育研究会

093（603）0362【上坂】

阿部直昭絵画教室彩友会作品展　洋画 2/29㈪～3/6㈰ 無　料 阿部直昭絵画教室　彩友会
0949（26）7942【阿部】※2/29㈪は12:00から、3/6㈰は16:00まで

全
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市中学生合唱フェスティバル
中学校21校、小学校3校の合唱部によるハーモニーの祭典 7㈰ 13:00 無　料 北九州市教育委員会指導第一課

093（582）2367【倉本】
第51回創作ダンス研究発表会
育てよう！感性・創造力・表現力。いつまでも心豊かに美しく 20㈯ 13:30 無　料 福岡県女子体育連盟北部支部

093（881）1147【酒井】
第4回パレードピース
九州内の大学生の有志が集まり、吹奏楽の演奏会を行います。 21㈰ 13:00 無　料 パレードピース

神田　将エレクトーン・リサイタル
たった1台の楽器でフルオーケストラに迫るエレクトーン界の魔術師 28㈰ 15:00

一般 ￥3800
Ｕ-25 ￥2000 北九州労音

093（571）0227【野知】
※対象：小学生以上　※全席指定

歌曲の会　第3回コンサート〝春へのあこがれ〟 11㈭㈷ 14:00 ￥2000 歌曲の会
090（2852）0130【松森】

福岡ユネスコ文化講演会＆トークショー「東山彰良の小説世界」
2015年　直木賞受賞『流』著者 24㈬ 14:00 無　料

※要事前申込

北九州市市民文化スポーツ局
文化企画課

093（582）2391【金田】

※当日￥500増　※全席自由

第4回ゆかいな発表会
小さなピアニストたち総勢50名によるピアノ＆ドラムセッションコンサート 28㈰ 13:30 無　料 ゆかいな発表会実行委員会

080（2714）0015【田中】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

障

月

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西
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■
〝
合
唱
の
街
・
北
九
州
〞

連
動
企
画
　
昭
和
館
で
歌
声
を

２
月
６
日（
土
）〜
同
26
日（
金
）
。

小
倉
昭
和
館（
小
倉
北
区
魚
町
）。
上

映
は
『
ボ
ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ 

た
だ
ひ

と
つ
の
歌
声
』（
２
０
１
５
年
／
米
／

１
０
３
分
）と『AN

N
IE

／
ア
ニ
ー
』

（
15
年
／
米
／
１
１
８
分
）
の
２
本

立
て
。
土
日
と
祝
日
（
２
月
20
日
は

除
く
）
は
、
昼
の
休
憩
時
間
に
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
冨
永
裕
輔
や

合
唱
団
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
。

鑑
賞
料
、
大
人
１
１
０
０
円
、
学
生

７
０
０
円
。
上
映
時
間
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
倉
昭
和
館

０
９
３
（
５
５
１
）
４
９
３
８

　
　

■
神
田
将
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
リ
サ
イ

タ
ル

２
月
28
日（
日
）午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル（
戸
畑
区
汐
井
町
）。
た
っ

た
１
台
の
楽
器
で
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
迫
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
界
の
魔
術

師
。
曲
目
は
モ
デ
ス
ト
・
ム
ソ
ル
グ

ス
キ
ー
「
展
覧
会
の
絵
」
な
ど
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
３
８
０
０
円
、

Ｕ-

25 

２
０
０
０
円
（
労
音
事
務
局

の
み
）
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

■
第
19
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
27
日
（
日
）
午
後
２
時
15
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
指
揮

は
沖
澤
の
ど
か
。
全
席
自
由
。
入
場

無
料（
要
整
理
券
）。整
理
券
は
大
手

町
練
習
場
（
小
倉
北
区
大
手
町
／
大

手
町
ビ
ル
９
Ｆ
）に
て
３
月
２
日（
水
）

か
ら
配
布
開
始
。

北
九
州
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

事
務
局

０
９
３
（
５
８
３
）
５
２
８
２

■
第
３
回
北
九
州
ユ
ー
ス
室
内
管
弦

楽
団
定
期
演
奏
会

３
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の
浦
）
。

中
間
市
出
身
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
郡

司
菜
月
の
華
麗
な
演
奏
と
、
北
九
州

ユ
ー
ス
室
内
管
弦
楽
団
と
の
若
さ
あ

ふ
れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
一

般
２
５
０
０
円
、
友
の
会
２
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
５
０
０
円
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

　
私
の
ピ
ア
ノ
ス
ク
ー
ル
に
は
、
市

外
、
県
外
か
ら
も
生
徒
さ
ん
が
通
っ

て
来
ま
す
。
地
元
の
子
ど
も
だ
け
を

教
え
て
い
た
こ
ろ
に
は
あ
ま
り
意
識

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
、
こ
ち
ら
の

市
民
性
？
　県
民
気
質
？
を
感
じ

て
（
特
に
保
護
者
の
方
に
）大
変
興

味
深
く
な
り
ま
し
た
。
一
人
か
二
人

し
か
知
ら
な
い
の
に
、
乱
暴
な
こ
と

を
言
っ
て
は
ご
批
判
を
受
け
か
ね
ま

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『ボーイ・ソプラノ ただひとつの歌声』
チラシ（C）Myles Aronowitz 2014

『第3回北九州ユース室内管弦楽団
定期演奏会』チラシ

せ
ん
が
、
人
間
観
察
や
占
い
が
ち
ょ

っ
と
し
た
趣
味
の
私
は
、
つ
い
こ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

個
人
的
な
遊
び
で
す
。

　
ま
ず
、
取
っ
付
き
は
フ
レ
ン
ド
リ

ー
、
し
か
し
、
一
定
の
距
離
を
置
く
。

　
次
に
、
ど
こ
ま
で
も
お
お
ら
か
。

私
の
心
配
を
よ
そ
に
常
に
前
向
き
。

　
そ
し
て
、
と
て
も
優
し
い
。
繊
細

だ
け
ど
、
ど
こ
か
の
ん
び
り
し
て
る
。

芯
は
し
っ
か
り
者
。

　
意
思
は
簡
単
に
曲
げ
な
い
。
強
い
。

ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
。
深
刻
に
な
り

過
ぎ
ず
、
笑
い
に
転
化
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
何
だ
か

お
か
し
な
人
間
像
が
浮
か
び
上
が
り

ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
中
に
も
こ
ん
な

「
あ
る
あ
る
」見
つ
か
り
ま
し
た
か
？

　
子
ど
も
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
る
と
き

に
、
お
母
様
と
仲
良
く
す
る
こ
と
は

と
て
も
重
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方

と
う
ま
く
接
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

そ
し
て
何
よ
り
も
子
ど
も
の
能
力
を

引
き
出
す
た
め
に
、
私
自
身
、人
間

性
の
「
あ
る
あ
る
」
引
き
出
し
を

増
や
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

人
間
観
察

ゆ
き

　

9 かるかる 2016.February

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／2016.2.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 805-0019 北九州市八幡東区中央 2－1－1－7F
　TEL:093（662）3012　FAX:093（662）3016　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1508003A号

2016年2月号表紙
木屋瀬
旧高崎家住宅（伊馬春部生家）

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

あ
な
た
は
ま
だ
、

　
　
　
読
む
だ
け
で
満
足
で
す
か
？

あ
な
た
は
ま
だ
、

　
　
　
読
む
だ
け
で
満
足
で
す
か
？

あ
な
た
は
ま
だ
、

　
　
　
読
む
だ
け
で
満
足
で
す
か
？

あ
な
た
は
ま
だ
、

　
　
　
読
む
だ
け
で
満
足
で
す
か
？

北九州市の文化芸術ウェブサイトが
誕生します!!

北九州市文化芸術メディアサイト

http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト　CulCul・かるかる

北九州市の文化や芸術に関する最新情報を皆さまにお届けします

「CulCul・かるかる」の掲載記事がホームページとアプリで楽しめるようになりました
　あなたはどっち…

■主なコンテンツ

文化芸術情報
最新の情報をお届けします!!
北九州市芸術文化情報誌
「CulCul・かるかる」の記事
文芸・美術・漫画・音楽・演劇といった
さまざまなカテゴリーの記事
文化施設の催事情報を配信します
さらに、各文化施設、学芸員からの
投稿記事を配信予定です

文化施設案内
市内の文化施設を紹介します!!
各施設の基本情報を掲載し
施設のホームページにリンク
市内文化施設の位置を地図で
確認できます

北九州市芸術文化情報誌
「CulCul・かるかる」
まるごと１冊読めます

「CulCul・かるかる」が
ダウンロードできます!!
パソコンからは電子ブックとPDF
スマートフォンやタブレット端末からは
電子ブックで閲覧できます

パソコンの方には

（イメージ）

（イメージ）

スマートフォンの方には

■アプリのご案内
アプリでさらに読みやすく!!
スマートフォンなどからアプリを
ダウンロードすると
新着の情報をプッシュ通知で確認できます

■お問合せ
北九州市文化企画課
TEL 093（582）2391

ホームページの閲覧とアプリのダウンロードはこちらから

（1月末公開予定）

App StoreとGoogle Playからダウンロード

CulCul・かるかる
（公開日以降閲覧可能）



8

■
〝
合
唱
の
街
・
北
九
州
〞

連
動
企
画
　
昭
和
館
で
歌
声
を

２
月
６
日（
土
）〜
同
26
日（
金
）
。

小
倉
昭
和
館（
小
倉
北
区
魚
町
）。
上

映
は
『
ボ
ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ 
た
だ
ひ

と
つ
の
歌
声
』（
２
０
１
５
年
／
米
／

１
０
３
分
）と『AN

N
IE

／
ア
ニ
ー
』

（
15
年
／
米
／
１
１
８
分
）
の
２
本

立
て
。
土
日
と
祝
日
（
２
月
20
日
は

除
く
）
は
、
昼
の
休
憩
時
間
に
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
冨
永
裕
輔
や

合
唱
団
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
。

鑑
賞
料
、
大
人
１
１
０
０
円
、
学
生

７
０
０
円
。
上
映
時
間
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
倉
昭
和
館

０
９
３
（
５
５
１
）
４
９
３
８

　
　

■
神
田
将
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
リ
サ
イ

タ
ル

２
月
28
日（
日
）午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル（
戸
畑
区
汐
井
町
）。
た
っ

た
１
台
の
楽
器
で
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
迫
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
界
の
魔
術

師
。
曲
目
は
モ
デ
ス
ト
・
ム
ソ
ル
グ

ス
キ
ー
「
展
覧
会
の
絵
」
な
ど
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
３
８
０
０
円
、

Ｕ-

25 

２
０
０
０
円
（
労
音
事
務
局

の
み
）
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

■
第
19
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
27
日
（
日
）
午
後
２
時
15
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
指
揮

は
沖
澤
の
ど
か
。
全
席
自
由
。
入
場

無
料（
要
整
理
券
）。整
理
券
は
大
手

町
練
習
場
（
小
倉
北
区
大
手
町
／
大

手
町
ビ
ル
９
Ｆ
）に
て
３
月
２
日（
水
）

か
ら
配
布
開
始
。

北
九
州
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

事
務
局

０
９
３
（
５
８
３
）
５
２
８
２

■
第
３
回
北
九
州
ユ
ー
ス
室
内
管
弦

楽
団
定
期
演
奏
会

３
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の
浦
）
。

中
間
市
出
身
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
郡

司
菜
月
の
華
麗
な
演
奏
と
、
北
九
州

ユ
ー
ス
室
内
管
弦
楽
団
と
の
若
さ
あ

ふ
れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
一

般
２
５
０
０
円
、
友
の
会
２
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
５
０
０
円
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

　
私
の
ピ
ア
ノ
ス
ク
ー
ル
に
は
、
市

外
、
県
外
か
ら
も
生
徒
さ
ん
が
通
っ

て
来
ま
す
。
地
元
の
子
ど
も
だ
け
を

教
え
て
い
た
こ
ろ
に
は
あ
ま
り
意
識

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
、
こ
ち
ら
の

市
民
性
？
　県
民
気
質
？
を
感
じ

て
（
特
に
保
護
者
の
方
に
）大
変
興

味
深
く
な
り
ま
し
た
。
一
人
か
二
人

し
か
知
ら
な
い
の
に
、
乱
暴
な
こ
と

を
言
っ
て
は
ご
批
判
を
受
け
か
ね
ま

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『ボーイ・ソプラノ ただひとつの歌声』
チラシ（C）Myles Aronowitz 2014

『第3回北九州ユース室内管弦楽団
定期演奏会』チラシ

せ
ん
が
、
人
間
観
察
や
占
い
が
ち
ょ

っ
と
し
た
趣
味
の
私
は
、
つ
い
こ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

個
人
的
な
遊
び
で
す
。

　
ま
ず
、
取
っ
付
き
は
フ
レ
ン
ド
リ

ー
、
し
か
し
、
一
定
の
距
離
を
置
く
。

　
次
に
、
ど
こ
ま
で
も
お
お
ら
か
。

私
の
心
配
を
よ
そ
に
常
に
前
向
き
。

　
そ
し
て
、
と
て
も
優
し
い
。
繊
細

だ
け
ど
、
ど
こ
か
の
ん
び
り
し
て
る
。

芯
は
し
っ
か
り
者
。

　
意
思
は
簡
単
に
曲
げ
な
い
。
強
い
。

ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
。
深
刻
に
な
り

過
ぎ
ず
、
笑
い
に
転
化
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
何
だ
か

お
か
し
な
人
間
像
が
浮
か
び
上
が
り

ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
中
に
も
こ
ん
な

「
あ
る
あ
る
」見
つ
か
り
ま
し
た
か
？

　
子
ど
も
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
る
と
き

に
、
お
母
様
と
仲
良
く
す
る
こ
と
は

と
て
も
重
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方

と
う
ま
く
接
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

そ
し
て
何
よ
り
も
子
ど
も
の
能
力
を

引
き
出
す
た
め
に
、
私
自
身
、人
間

性
の
「
あ
る
あ
る
」
引
き
出
し
を

増
や
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

人
間
観
察

ゆ
き
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　い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
や
若
者
に

人
気
の
漫
画
で
す
が
、
近
年
は
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
を
代
表
す
る
日
本
文
化

と
し
て
世
界
中
で
認
知
度
・
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
最
近
は
人
気
の
漫
画
が
ア

ニ
メ
や
映
画
化
、
ゲ
ー
ム
化
さ
れ
る

こ
と
（
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
化
）
も

多
く
、
こ
れ
ら
多
様
で
魅
力
的
な
作

品
に
触
れ
る
こ
と
で
将
来
へ
の
憧
れ

が
募
り
、
漫
画
家
は
も
と
よ
り
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ

ー
タ
ー
な
ど
を
志
す
学
生
も
増
え
て

い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
高
い
レ
ベ
ル
の
企
画
力
や
デ
ザ

イ
ン
力
、
創
造
力
を
養
成
す
る
学
科

や
専
門
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
教
育
機

関
（
大
学
院
・
大
学
・
短
大
及
び
専

門
学
校
）
が
増
え
て
お
り
、
各
分
野

で
そ
の
道
の
プ
ロ
を
目
指
す
人
材
育

成
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　北
九
州
市
内
に
も
た
く
さ
ん
の
教

育
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
当
館
で
は

生
徒
の
皆
さ
ん
に「
学
び
の
集
大
成
」

を
発
表
し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
室
で
の
「
卒
業

・
進
級
制
作
展
」
の
誘
致
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
複
合
施
設「
あ
る
あ
るCity

」

の
中
の
、
展
示
環
境
の
整
っ
た
展
示

室
で
の
開
催
は
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

集
客
の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
同
時
に
、
多
く
の
市
民
の
方
に

生
徒
の
力
作
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

で
、市
民
の
方
に
も〝
描
く
楽
し
み
〞

や
〝
創
る
楽
し
さ
〞
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
て
い
た
だ
く
場
に
も
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
は
麻
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校
北
九
州
校
の
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
ー

タ
科
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
科
に
よ
る
制

作
展
を
開
催
し
、
優
秀
作
品
な
ど
生

徒
た
ち
が
学
ん
だ
成
果
を
一
堂
に
展

示
し
ま
し
た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
作
品
の
数
々
で
し
た
が
、
ど
の
作

品
も
創
造
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
魅
力
を
感
じ
る
秀
作
ば
か
り
。

　今
年
度
は
Ｃ
Ｇ
系
学
科
の
制
作
展

に
加
え
、
新
た
に
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー

タ
科
の
制
作
展
も
開
催
す
る
予
定
で

す
。
私
も
先
日
、
ゲ
ー
ム
制
作
の
様

子
を
実
際
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
と
に
ら
め
っ
こ

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
難
解
な
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
こ
な
す
生
徒
の
姿

か
ら
、
並
々
な
ら
ぬ
制
作
意
欲
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
回
、
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー
タ
科
の

制
作
展
で
は
作
品
を
実
際
に
ゲ
ー
ム

と
し
て
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

展
示
す
る
予
定
で
す
。
ど
ん
な
面
白

い
ゲ
ー
ム
が
体
験
で
き
る
の
か
、
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。

　さ
ら
に
今
年
度
は
総
合
学
園
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
北
九
州
校
マ
ン

ガ
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
に
よ
る
初
の
卒

業
・
進
級
制
作
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
同
校
は
北
九
州
で
唯
一
マ
ン

ガ
を
学
べ
る
専
門
校
で
す
。
当
館
は

漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
初
の
マ
ン
ガ

制
作
展
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

無
限
の
可
能
性
！

　

若
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
力
作
を
展
示

〝
卒
業
・
進
級
制
作
展
〞

漫画
hiroba

作品はポスターのビジュアルにも採用されています

昨年度の制作展。どれも力作ぞろい

熱心に制作にはげむ生徒たち

　ご
紹
介
し
た
卒
業
・
進
級
制
作
展

は
全
て
入
場
無
料
で
す
。
ど
ん
な
素

敵
な
作
品
が
会
場
を
飾
る
の
か
。
想

像
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
ぜ
ひ
漫
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

近　江　正　男
北九州市漫画ミュージアム　企画係長
漫画と北九州

Masao Oumi

【常設展示入館料】　※（　）内は団体料金
一般400円（320円）　中高生200円（160円）　
小学生100円（80円）　小学生未満　無料
【開館時間】
午前11時～午後７時
（入館は午後６時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
祝日の場合はその翌日休館
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

Information 〈平成27年度卒業・進級制作展〉
◎2月6日（土）・7日（日）
　麻生情報ビジネス専門学校北九州校　
　ゲームクリエータ科　卒業・進級制作展
◎2月11日（木・祝）～14日（日）
　麻生情報ビジネス専門学校北九州校　
　ＣＧクリエータ科・ＣＧデザイン科　卒業・進級制作展
◎2月26日（金）～28日（日）
　総合学園ヒューマンアカデミー北九州校マンガカレッジ　卒業・進級制作展

【会場】５Ｆ企画展示室
【入館料】Eventに記載の展示は入館無料　
※漫画ミュージアム常設展の観覧には別途観覧料が必要です

Event

7 CulCul  2016. February

松
本
零
士『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』の
世
界

　
か
つ
て
鉄
の
街
と
し
て
知
ら
れ
た

こ
こ
北
九
州
は
、
作
家
や
漫
画
家
な

ど
多
く
の
文
人
を
輩
出
し
た
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。
松
本
零
士
は
幼
少
期
、

小
倉
市
（
現
在
の
小
倉
北
区
）
に
住

み
、
こ
の
地
で
漫
画
を
書
き
始
め
ま

し
た
。
高
校
生
の
と
き
に
雑
誌
『
漫

画
少
年
』
に
投
稿
し
た
作
品
で
デ
ビ

ュ
ー
。
卒
業
後
上
京
し
、
漫
画
家
と

し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
１
９
６

５
年
よ
り
「
松
本
零
士
」
名
義
で
の

執
筆
を
始
め
ま
す
。
原
作
・
総
設
定

を
担
当
し
た
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
宇

宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
が
再
放
送
で
ヒ
ッ

ト
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
Ｓ
Ｆ
漫

画
・
ア
ニ
メ
の
世
界
で
そ
の
人
気
は

不
動
の
も
の
に
。

　『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』は
、
77
年
か

ら
『
週
刊
少
年
キ
ン
グ
』
に
連
載
が

始
ま
り
、
翌
78
年
か
ら
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
版
の
放
映
が
始
ま
り
ま
し
た
。
機

械
人
間
た
ち
が
支
配
す
る
近
未
来
の

地
球
で
貧
し
い
生
活
を
送
る
少
年
・

鉄
郎
。
機
械
人
間
に
惨
殺
さ
れ
た
母

の
遺
言
に
従
い
、
機
械
の
体
を
タ
ダ

で
く
れ
る
惑
星
を
目
指
し
て
、
銀
河

特
急
９
９
９
号
に
乗
ろ
う
と
し
ま
す
。

そ
こ
へ
現
れ
た
の
が
謎
の
美
女
メ
ー

テ
ル
。
９
９
９
号
の
乗
車
券
を
メ
ー

テ
ル
か
ら
も
ら
い
、
鉄
郎
は
共
に
宇

宙
を
旅
す
る
こ
と
に̶

。

　
読
者
は
鉄
郎
と
共
に
宇
宙
を
巡
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
星
に
降
り
立
ち
、
出
会

い
と
別
れ
の
経
験
を
通
し
て
成
長
す

る…

今
も
未
完
と
言
わ
れ
る『
９
９

９
』
は
、
終
わ
り
の
な
い
冒
険
と
成

長
の
物
語
で
も
あ
り
ま
す
。

音
楽
・
漫
画
・
美
術
の
融
合
か
ら
生

ま
れ
る
、
新
た
な
出
会
い

　
そ
の『
９
９
９
』に
音
楽
と
美
術
を
融

合
し
、
舞
台
作
品
を
創
作
す
る
今
回

の
企
画
。
市
内
の
文
化
施
設
が
連
携

し
、
北
九
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品

を
モ
チ
ー
フ
に
、
音
楽
や
美
術
、
文

学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
創
作
す

る
も
の
で
、
北
九
州
市
の
音
楽
の
中

心
、
響
ホ
ー
ル
が
昨
年
か
ら
手
が
け

る
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
試
み
で
す
。

昨
年
は
作
家
・
詩
人
み
ず
か
み
か
ず

よ
の
詩
と
ダ
ン
ス
、
そ
し
て
音
楽
が

融
合
し
た
作
品
を
創
作
。
今
年
は
、

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
連

携
し
、
松
本
零
士『
９
９
９
』に
ち
な

ん
だ
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、『
９

９
９
』の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
知
ら
れ
る

北
九
州
市
モ
ノ
レ
ー
ル
内
で
の
音
楽

ラ
イ
ブ
、
そ
し
て
響
ホ
ー
ル
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
と
三
つ
の
企
画
を
行
い
ま

す
。
大
月
ヒ
ロ
子
に
よ
る
美
術
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
廃
材
を
用
い
、

『
９
９
９
』で
出
会
う
星
々
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
創
作
を
し
ま

す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
と
響
ホ
ー
ル
、
二

つ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
構
成
を
手
が
け

る
の
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
川
賢
一
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
現
代
音
楽
ま
で
幅

広
く
演
奏
す
る
他
、
朗
読
や
ダ
ン
ス

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
も
多

く
手
が
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
メ

ン
バ
ー
全
員
が
サ
ク
ソ
ホ
ン
を
演
奏

す
る
、Q

uatuor

　B

サ
ク
ソ
フ
ォ

ー
ン
四
重
奏
と
共
に
、
ピ
ア
ノ
と
サ

ク
ソ
ホ
ン
と
い
う
、
珍
し
い
編
成
で

『
９
９
９
』の
世
界
を
形
づ
く
り
ま
す
。

　
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
宇
宙
に

広
が
る
未
知
の
星
々
に
思
い
を
は
せ
、

モ
ノ
レ
ー
ル
と
響
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、『
９
９
９
』の
テ
ー
マ

を
は
じ
め
、
宇
宙
や
銀
河
を
感
じ
る

楽
曲
と
共
に
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
音

の
世
界
に
身
を
委
ね
な
が
ら
、
生
の

舞
台
で『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』の
世

界
を
全
身
で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

北
九
州
出
身
の
漫
画
家
、松
本
零
士
の
代
表
作『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』の
世
界
が

音
楽
と
美
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
新
た
な
作
品
に
生
ま
れ
変
わ
る
！

Information
◎「創造力の銀河を旅するワークショップ」

◎「ミュージックエクスプレス999」～モノレールスペシャルライブ

◎「ミュージックギャラクシー」～音楽銀河鉄道999に乗って‼～

【日時】2月11日（木・祝）午後1時～同4時30分　【会場】あるあるCity 地下1F
※応募方法など詳細は北九州芸術劇場ホームページ参照

【日時】2月12日（金）午後6時36分発車　【会場】北九州モノレール車内
※前売終了。 当日券は開演の1時間前より、小倉駅北九州モノレール改札前にて販売

【日時】2月14日（日）午後２時開場、同3時開演　【会場】北九州市立響ホール
【入場料】全自由席 一般2000円　U-25（25歳以下）1000円　※当日500円増　
未就学児入場不可、託児有（有料・定員有・要予約）

【チケット取扱い】北九州芸術劇場オンライン・プレイガイド・電話 093（562）8435 他
【お問合せ】北九州芸術劇場　093（562）2655

大月ヒロ子

©松本零士

Quatuor B（國末貞仁、山浦雅也、有村純親、小山弦太郎）

中川賢一　©Shuhei NEZU
岩　本　史　緒 Fumiwo Iwamoto

ミュージックギャラクシー999
～音楽の銀河へようこそ～
北九州芸術劇場　広報係

北九州市立響ホール×北九州芸術劇場×
北九州市漫画ミュージアム

ク
ワ
チ
ュ
ー
ル

ベ
ー
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　い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
や
若
者
に

人
気
の
漫
画
で
す
が
、
近
年
は
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
を
代
表
す
る
日
本
文
化

と
し
て
世
界
中
で
認
知
度
・
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
最
近
は
人
気
の
漫
画
が
ア

ニ
メ
や
映
画
化
、
ゲ
ー
ム
化
さ
れ
る

こ
と
（
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
化
）
も

多
く
、
こ
れ
ら
多
様
で
魅
力
的
な
作

品
に
触
れ
る
こ
と
で
将
来
へ
の
憧
れ

が
募
り
、
漫
画
家
は
も
と
よ
り
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ

ー
タ
ー
な
ど
を
志
す
学
生
も
増
え
て

い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
高
い
レ
ベ
ル
の
企
画
力
や
デ
ザ

イ
ン
力
、
創
造
力
を
養
成
す
る
学
科

や
専
門
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
教
育
機

関
（
大
学
院
・
大
学
・
短
大
及
び
専

門
学
校
）
が
増
え
て
お
り
、
各
分
野

で
そ
の
道
の
プ
ロ
を
目
指
す
人
材
育

成
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　北
九
州
市
内
に
も
た
く
さ
ん
の
教

育
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
当
館
で
は

生
徒
の
皆
さ
ん
に「
学
び
の
集
大
成
」

を
発
表
し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
室
で
の
「
卒
業

・
進
級
制
作
展
」
の
誘
致
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
複
合
施
設「
あ
る
あ
るCity

」

の
中
の
、
展
示
環
境
の
整
っ
た
展
示

室
で
の
開
催
は
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

集
客
の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
同
時
に
、
多
く
の
市
民
の
方
に

生
徒
の
力
作
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

で
、市
民
の
方
に
も〝
描
く
楽
し
み
〞

や
〝
創
る
楽
し
さ
〞
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
て
い
た
だ
く
場
に
も
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
は
麻
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校
北
九
州
校
の
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
ー

タ
科
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
科
に
よ
る
制

作
展
を
開
催
し
、
優
秀
作
品
な
ど
生

徒
た
ち
が
学
ん
だ
成
果
を
一
堂
に
展

示
し
ま
し
た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
作
品
の
数
々
で
し
た
が
、
ど
の
作

品
も
創
造
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
魅
力
を
感
じ
る
秀
作
ば
か
り
。

　今
年
度
は
Ｃ
Ｇ
系
学
科
の
制
作
展

に
加
え
、
新
た
に
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー

タ
科
の
制
作
展
も
開
催
す
る
予
定
で

す
。
私
も
先
日
、
ゲ
ー
ム
制
作
の
様

子
を
実
際
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
と
に
ら
め
っ
こ

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
難
解
な
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
こ
な
す
生
徒
の
姿

か
ら
、
並
々
な
ら
ぬ
制
作
意
欲
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
回
、
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー
タ
科
の

制
作
展
で
は
作
品
を
実
際
に
ゲ
ー
ム

と
し
て
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

展
示
す
る
予
定
で
す
。
ど
ん
な
面
白

い
ゲ
ー
ム
が
体
験
で
き
る
の
か
、
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。

　さ
ら
に
今
年
度
は
総
合
学
園
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
北
九
州
校
マ
ン

ガ
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
に
よ
る
初
の
卒

業
・
進
級
制
作
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
同
校
は
北
九
州
で
唯
一
マ
ン

ガ
を
学
べ
る
専
門
校
で
す
。
当
館
は

漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
初
の
マ
ン
ガ

制
作
展
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

無
限
の
可
能
性
！

　

若
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
力
作
を
展
示

〝
卒
業
・
進
級
制
作
展
〞

漫画
hiroba

作品はポスターのビジュアルにも採用されています

昨年度の制作展。どれも力作ぞろい

熱心に制作にはげむ生徒たち

　ご
紹
介
し
た
卒
業
・
進
級
制
作
展

は
全
て
入
場
無
料
で
す
。
ど
ん
な
素

敵
な
作
品
が
会
場
を
飾
る
の
か
。
想

像
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
ぜ
ひ
漫
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

近　江　正　男
北九州市漫画ミュージアム　企画係長
漫画と北九州

Masao Oumi

【常設展示入館料】　※（　）内は団体料金
一般400円（320円）　中高生200円（160円）　
小学生100円（80円）　小学生未満　無料
【開館時間】
午前11時～午後７時
（入館は午後６時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
祝日の場合はその翌日休館
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

Information 〈平成27年度卒業・進級制作展〉
◎2月6日（土）・7日（日）
　麻生情報ビジネス専門学校北九州校　
　ゲームクリエータ科　卒業・進級制作展
◎2月11日（木・祝）～14日（日）
　麻生情報ビジネス専門学校北九州校　
　ＣＧクリエータ科・ＣＧデザイン科　卒業・進級制作展
◎2月26日（金）～28日（日）
　総合学園ヒューマンアカデミー北九州校マンガカレッジ　卒業・進級制作展

【会場】５Ｆ企画展示室
【入館料】Eventに記載の展示は入館無料　
※漫画ミュージアム常設展の観覧には別途観覧料が必要です

Event
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前
回
は
す
こ
し
寄
り
道
を
し
た
。

前
々
回
、
松
本
清
張
と
井
上
靖
に
は
、

意
外
な
ほ
ど
共
通
点
や
接
点
が
あ
る

こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
続
き
に
戻
る
。

　
清
張
は
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年

12
月
21
日
生
ま
れ
で
、
井
上
は
07

（
明
治
40
）
年
５
月
６
日
の
生
ま
れ
、

２
歳
違
い
で
あ
る
が
、
同
世
代
と
い

っ
て
い
い
。
清
張
は
尋
常
高
等
小
学

校
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
働
き
に
出

た
が
、
井
上
は
京
都
帝
国
大
学
哲
学

科
を
卒
業
し
て
い
る
。
学
歴
に
は
大

き
な
開
き
が
あ
る
が
、
こ
の
違
い
が

お
そ
ら
く
二
人
の
テ
ー
マ
や
題
材
の

捉
え
方
、
歴
史
・
人
物
へ
の
作
家
と

し
て
の
対
し
方
や
視
点
に
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
清
張
の
基
本
的

な
姿
勢
は
一
貫
し
て
、
常
識
や
先
入

観
、
通
説
を
ま
ず
疑
っ
て
か
か
り
、

歴
史
か
ら
虚
妄
の
皮
を
剥
ぎ
、
伝
説

を
そ
ぎ
落
と
し
て
、
無
残
な
ほ
ど
に

本
当
の
人
間
を
描
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
対
し
て
、
井
上
は
学
説
や

先
行
研
究
を
尊
重
し
そ
の
上
に
自
己

の
物
語
を
創
造
す
る
穏
や
か
な
態
度

で
終
始
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
詩
的

で
静
的
な
叙
事
的
性
格
か
ら
出
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

ま
た
後
で
、
同
じ
鑑
真
と
い
う
歴
史

的
・
伝
説
的
人
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
、

二
人
の
作
品
を
比
較
す
る
と
き
に
論

じ
よ
う
。

　
す
こ
し
戻
っ
て
、
二
人
の
明
治
の

少
年
と
そ
の
祖
母
と
の
関
係
に
つ
い

て
書
い
て
お
こ
う
。
祖
母
と
の
愛
情

関
係
が
作
家
の
性
格
形
成
と
そ
の
文

学
に
影
響
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
奇

し
く
も
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

清
張
の
祖
母
カ
ネ
は
父
峯
太
郎
の
養

母
で
あ
り
、
清
張
と
血
の
つ
な
が
り

は
な
い
。
井
上
靖
の
戸
籍
上
の
祖
母

か
の
も
、
も
と
は
曽
祖
父
潔
の
妾
で

血
縁
は
な
い
。
潔
は
彼
女
の
後
半
生

を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ

自
分
の
孫
娘
（
靖
の
母
）
を
分
家
さ

せ
て
そ
の
養
母
と
し
て
、
か
の
を
分

家
の
籍
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
井
上
の
場
合
は
実
の
父
母
と

離
れ
て
、
小
学
校
の
６
年
生
ま
で
お

か
の
婆
さ
ん
と
土
蔵
の
２
階
で
暮
ら

し
た
の
で
あ
る
。

 

そ
の
共
同
生
活
に
つ
い
て
、
井
上

は
『
私
の
自
己
形
成
史
』
と
い
う
エ

ッ
セ
イ
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

〈
謂
っ
て
み
れ
ば
、
私
と
祖
母
と
は

か
な
り
強
固
な
同
盟
関
係
に
あ
っ
て
、

村
人
や
親
戚
を
敵
に
廻
し
て
共
同
生

活
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
祖

母
と
の
同
盟
は
彼
女
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
四
十
五
年
程
経
っ
た
現
在
も
な

お
、
私
の
心
の
中
で
は
破
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
〉

　 

祖
母
対
孫
の
間
の
愛
情
に
は
取
引

の
匂
い
が
し
た
と
い
う
。
か
の
は
靖

少
年
を
手
な
ず
け
て
お
く
こ
と
で
自

分
の
弱
い
立
場
を
強
固
な
も
の
に
し
、

少
年
は
祖
母
の
味
方
で
あ
る
こ
と
で

彼
女
か
ら
大
き
い
愛
情
を
受
け
取
っ

て
い
た
。
こ
の
同
盟
が
長
く
破
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
、『
あ
す
な
ろ
物
語
』

（
１
９
５
３
年
１
月
〜
６
月
、「
オ
ー

ル
讀
物
」
）
や
『
し
ろ
ば
ん
ば
』

（
60
年
１
月
〜
62
年
12
月
、「
主
婦

の
友
」
）
な
ど
の
代
表
作
に
繰
り
返

し
描
か
れ
た
こ
と
で
も
分
か
る
。
し

か
し
、
い
か
に
固
い
同
盟
で
あ
っ
て

も
、
や
は
り
普
通
と
は
違
う
、
父
母

の
い
な
い
、
祖
母
と
二
人
き
り
の
土

蔵
暮
ら
し
の
中
で
は
、
靖
少
年
は

《
孤
児
の
孤
独
》
を
感
じ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
井
上

の
よ
く
言
わ
れ
る
、《
詩
人
的
直

感
》
と
い
う
作
家
的
資
質
を
育
ん
だ

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

遠
ざ
け
ら
れ
た
母
性
へ
の
強
い
思
慕

が
理
想
の
女
性
像
を
創
り
あ
げ
、
そ

の
《
騎
士
道
的
婦
人
崇
拝
》
が
井
上

作
品
の
重
要
な
要
素
に
ま
で
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

 

井
上
の
場
合
そ
の
祖
母
と
の
《
同

盟
》
関
係
は
題
材
と
し
て
も
特
殊
で

興
味
深
か
っ
た
か
ら
、
作
品
に
繰
り

返
し
描
か
れ
て
き
た
。
対
し
て
、
清

張
の
カ
ネ
と
の
関
係
は
表
面
的
に
は

ど
の
家
で
も
見
ら
れ
る
、
祖
母
と
孫

と
の
あ
り
き
た
り
の
関
係
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
井
上
ほ
ど
特
別
に
描
い
て

い
な
い
。
そ
れ
で
も
、『
半
生
の
記
』

や
『
骨
壺
の
風
景
』
（
80
年
２
月
、

「
新
潮
」
）
に
は
、
繰
り
返
し
書
き

込
ま
れ
る
同
じ
場
面
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
カ
ネ
の
死
と
そ
の
葬
式
の
描
写

で
あ
る
。
ま
た
、『
恩
誼
の
紐
』（
72

年
３
月
、「
オ
ー
ル
讀
物
」
）と
『
骨

壺
の
風
景
』
に
は
、
同
じ
言
葉
が
印

象
的
に
使
わ
れ
て
い
る（
次
回
）。

　
清
張
は
カ
ネ
の
こ
と
を
『
骨
壺
の

風
景
』
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。

 

〈
祖
母
が
生
き
て
い
る
と
き
は
、
私

は
祖
母
に
そ
れ
ほ
ど
な
つ
い
て
い
た

と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
死
ん
で
し

ま
う
と
、
私
が
い
ち
ば
ん
祖
母
を
愛

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（
中
略
）

　
火
葬
場
の
係
員
が
棺
を
竃
の
中
に

入
れ
、
松
葉
を
ま
わ
り
に
詰
め
こ
ん

だ
。
そ
の
松
葉
の
小
枝
の
一
つ
を
私

も
持
た
さ
れ
て
投
げ
こ
ん
だ
。
こ
の

と
き
嗚
咽
が
こ
み
上
げ
て
、
大
声
で

泣
い
た
。〉

　
お
さ
え
て
引
き
し
ま
っ
た
い
い
文

章
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
鮮
や
か
に

情
景
が
浮
か
ぶ
。
大
泣
き
す
る
20
歳

の
清
張
、
そ
の
心
に
聞
こ
え
る
カ
ネ

の
言
葉
は―

次
回
に
続
く
。

文芸
hiroba 中 　川　里　志

北九州市立松本清張記念館　学芸担当主査
Satoshi Nakagawa

清張アラカルト

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【常設展観覧料】

【お問合せ】
  093（582）2761

一般500円　中高生300円
小学生200円

【開館時間】
午前９時30分～午後６時

（入館は午後５時30分まで）

Information

直筆原稿『骨壺の風景』

め
か
け

お
え
つ

か
ま
ど

き
ょ
も
う

※

　『
井
上
靖
の
世
界
』
福
田
宏
年
著
、72
年
９
月
４
日
、

　
　
講
談
社
。

二
つ
の
『
玉
碗
記
』

松
本
清
張
と
井
上
靖（
４
）

5 CulCul  2016. February

美術
hiroba 奥  田　亜  希  子

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Akiko Okuda

　
戸
畑
区
の
北
九
州
市
立
美
術
館
本

館
は
、
約
20
年
ぶ
り
の
改
修
工
事
を

控
え
、
昨
年
12
月
を
も
っ
て
、
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
含
め
全
館
休
館
に
入

り
ま
し
た
。
本
館
で
は
、
所
蔵
作
品

を
紹
介
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
年

に
４
回
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
休

館
中
は
お
気
に
入
り
の
作
品
を
見
ら

れ
ず
、
少
し
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な

ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
休
館
中
も
他

館
で
開
催
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
展
覧

会
に
は
当
館
の
所
蔵
作
品
が
出
品
さ

れ
る
予
定
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
、
北
欧
４
カ
国
を
巡
回
す

る
草
間
彌
生
展
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
永
遠
の
草
間
彌
生
」
展
（
英
語
タ

イ
ト
ル
：Yayoi 

Kusam
a 

in 
Infinity

）
は
、
２
０
１
５
年
９
月

に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
現
代
美
術
を
け

ん
引
す
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
近
代
美
術
館

で
開
会
し
ま
し
た
。
本
展
に
は
、
作

家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
日
本
の
美
術

館
の
み
な
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近

代
美
術
館
な
ど
世
界
中
か
ら
作
品
が

集
め
ら
れ
、
当
館
か
ら
は
３
枚
の
パ

ネ
ル
か
ら
な
る
大
型
絵
画
《
イ
エ
ロ

ー･

ド
ッ
ツ
》（
82
年
）と
立
体
作
品

《
南
瓜
》（
82
年
）
の
２
点
を
出
品

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
〜
14
年
に

か
け
て
国
内
を
巡
回
し
た
「
草
間
彌

生
　
永
遠
の
永
遠
の
永
遠
」
展
は
、

新
作
を
中
心
と
す
る
も
の
で
し
た
が
、

こ
の
展
覧
会
は
北
欧
に
お
け
る
初
の

大
規
模
展
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
渡

米
以
前
の
40
年
代
か
ら
最
新
作
ま
で

を
年
代
別
、
テ
ー
マ
別
に
追
う
回
顧

展
と
な
っ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
の
企

画
者
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
近
代
美
術
館
の

マ
リ
ー
・
ラ
ウ
ル
バ
ー
グ
が
、
東
京

の
草
間
ス
タ
ジ
オ
で
ア
ー
カ
イ
ブ
を

研
究
し
て
出
品
が
決
ま
っ
た
と
い
う

初
期
の
水
彩
画
を
は
じ
め
、
60
年
代

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
ハ
プ
ニ
ン
グ
）

映
像
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
貴
重
な

資
料
、
作
品
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
部
屋
全
体
を
水
玉
や
水
玉
の
オ

ブ
ジ
ェ
で
埋
め
尽
く
す
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
や
、
天
井
か
ら
置
か
れ
た

家
具
ま
で
純
白
の
部
屋
に
来
館
者
が

色
と
り
ど
り
の
水
玉
の
シ
ー
ル
を
貼

っ
て
い
く
参
加
型
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
あ
り
、
多
く
の
来
館
者
が
草
間
の

世
界
観
に
触
れ
、
親
し
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。

　
近
年
、
国
内
で
も
戦
後
美
術
の
再

検
証
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
海
外
で

も
日
本
現
代
美
術
を
再
評
価
す
る
展

覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０

１
３
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ

ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
で
１
９
５
４

〜
72
年
ま
で
関
西
を
中
心
に
活
動
し

た
前
衛
集
団
「
具
体
美
術
協
会
」
の

大
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
５
〜

７
月
に
は
ミ
ラ
ノ
で
ム
デ
ィ
マ
財
団

に
よ
る
、
や
は
り
１
９
６
０
〜
70
年

代
に
か
け
て
の
現
代
芸
術
の
動
向
、

「
も
の
派
」
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
サ
ザ
ビ
ー
ズ
を

は
じ
め
と
す
る
海
外
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
ハ
ウ
ス
な
ど
で
も
そ
う
し
た
日
本

の
現
代
作
家
の
作
品
が
高
額
で
取
引

さ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
で
日
本
美
術

や
日
本
の
作
家
が
ど
の
よ
う
に
受
容

さ
れ
て
い
る
の
か
、
い
つ
も
目
に
し

て
い
る
作
品
を
遠
く
の
空
の
下
で
見

て
み
る
と
、
ま
た
新
し
い
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
を
渡
る
美
術
作
品

ル
イ
ジ
ア
ナ
近
代
美
術
館
に
お
け
る

草
間
彌
生
展

Information
YAYOI KUSAMA IN INFINITY

【会期】2015年９月17日～2016年１月24日
【会場】ルイジアナ近代美術館
(Gl Strandvej 13, 3050 Humlebæk, 
Denmark)
ルイジアナ近代美術館ホームページ
http://www.louisiana.dk/
デンマークの後、ノルウェー、スウェーデン、
フィンランドと２０１７年１月まで３カ国を
巡回します

ルイジアナ近代美術館エントランス　
展覧会に合わせてかぼちゃのオブジェを設置
Yayoi Kusama In Infinity. Installation shot
Credit: Louisiana Museum of Modern Art; Humlebaek, Denmark
Photo: Poul Buchard

Yayoi Kusama In Infinity. Installation shot
Credit: Louisiana Museum of Modern Art; Humlebaek, Denmark
Photo: Poul Buchard

Yayoi Kusama In Infinity. Installation shot
Credit: Louisiana Museum of Modern Art; Humlebaek, Denmark
Photo: Poul Buchard

会場風景　奥の２点が北九州市立美術館蔵の作品

会場風景
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前
回
は
す
こ
し
寄
り
道
を
し
た
。

前
々
回
、
松
本
清
張
と
井
上
靖
に
は
、

意
外
な
ほ
ど
共
通
点
や
接
点
が
あ
る

こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
続
き
に
戻
る
。

　
清
張
は
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年

12
月
21
日
生
ま
れ
で
、
井
上
は
07

（
明
治
40
）
年
５
月
６
日
の
生
ま
れ
、

２
歳
違
い
で
あ
る
が
、
同
世
代
と
い

っ
て
い
い
。
清
張
は
尋
常
高
等
小
学

校
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
働
き
に
出

た
が
、
井
上
は
京
都
帝
国
大
学
哲
学

科
を
卒
業
し
て
い
る
。
学
歴
に
は
大

き
な
開
き
が
あ
る
が
、
こ
の
違
い
が

お
そ
ら
く
二
人
の
テ
ー
マ
や
題
材
の

捉
え
方
、
歴
史
・
人
物
へ
の
作
家
と

し
て
の
対
し
方
や
視
点
に
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
清
張
の
基
本
的

な
姿
勢
は
一
貫
し
て
、
常
識
や
先
入

観
、
通
説
を
ま
ず
疑
っ
て
か
か
り
、

歴
史
か
ら
虚
妄
の
皮
を
剥
ぎ
、
伝
説

を
そ
ぎ
落
と
し
て
、
無
残
な
ほ
ど
に

本
当
の
人
間
を
描
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
対
し
て
、
井
上
は
学
説
や

先
行
研
究
を
尊
重
し
そ
の
上
に
自
己

の
物
語
を
創
造
す
る
穏
や
か
な
態
度

で
終
始
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
詩
的

で
静
的
な
叙
事
的
性
格
か
ら
出
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

ま
た
後
で
、
同
じ
鑑
真
と
い
う
歴
史

的
・
伝
説
的
人
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
、

二
人
の
作
品
を
比
較
す
る
と
き
に
論

じ
よ
う
。

　
す
こ
し
戻
っ
て
、
二
人
の
明
治
の

少
年
と
そ
の
祖
母
と
の
関
係
に
つ
い

て
書
い
て
お
こ
う
。
祖
母
と
の
愛
情

関
係
が
作
家
の
性
格
形
成
と
そ
の
文

学
に
影
響
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
奇

し
く
も
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

清
張
の
祖
母
カ
ネ
は
父
峯
太
郎
の
養

母
で
あ
り
、
清
張
と
血
の
つ
な
が
り

は
な
い
。
井
上
靖
の
戸
籍
上
の
祖
母

か
の
も
、
も
と
は
曽
祖
父
潔
の
妾
で

血
縁
は
な
い
。
潔
は
彼
女
の
後
半
生

を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ

自
分
の
孫
娘
（
靖
の
母
）
を
分
家
さ

せ
て
そ
の
養
母
と
し
て
、
か
の
を
分

家
の
籍
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
井
上
の
場
合
は
実
の
父
母
と

離
れ
て
、
小
学
校
の
６
年
生
ま
で
お

か
の
婆
さ
ん
と
土
蔵
の
２
階
で
暮
ら

し
た
の
で
あ
る
。

 
そ
の
共
同
生
活
に
つ
い
て
、
井
上

は
『
私
の
自
己
形
成
史
』
と
い
う
エ

ッ
セ
イ
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

〈
謂
っ
て
み
れ
ば
、
私
と
祖
母
と
は

か
な
り
強
固
な
同
盟
関
係
に
あ
っ
て
、

村
人
や
親
戚
を
敵
に
廻
し
て
共
同
生

活
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
祖

母
と
の
同
盟
は
彼
女
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
四
十
五
年
程
経
っ
た
現
在
も
な

お
、
私
の
心
の
中
で
は
破
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
〉

　 

祖
母
対
孫
の
間
の
愛
情
に
は
取
引

の
匂
い
が
し
た
と
い
う
。
か
の
は
靖

少
年
を
手
な
ず
け
て
お
く
こ
と
で
自

分
の
弱
い
立
場
を
強
固
な
も
の
に
し
、

少
年
は
祖
母
の
味
方
で
あ
る
こ
と
で

彼
女
か
ら
大
き
い
愛
情
を
受
け
取
っ

て
い
た
。
こ
の
同
盟
が
長
く
破
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
、『
あ
す
な
ろ
物
語
』

（
１
９
５
３
年
１
月
〜
６
月
、「
オ
ー

ル
讀
物
」
）
や
『
し
ろ
ば
ん
ば
』

（
60
年
１
月
〜
62
年
12
月
、「
主
婦

の
友
」
）
な
ど
の
代
表
作
に
繰
り
返

し
描
か
れ
た
こ
と
で
も
分
か
る
。
し

か
し
、
い
か
に
固
い
同
盟
で
あ
っ
て

も
、
や
は
り
普
通
と
は
違
う
、
父
母

の
い
な
い
、
祖
母
と
二
人
き
り
の
土

蔵
暮
ら
し
の
中
で
は
、
靖
少
年
は

《
孤
児
の
孤
独
》
を
感
じ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
井
上

の
よ
く
言
わ
れ
る
、《
詩
人
的
直

感
》
と
い
う
作
家
的
資
質
を
育
ん
だ

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

遠
ざ
け
ら
れ
た
母
性
へ
の
強
い
思
慕

が
理
想
の
女
性
像
を
創
り
あ
げ
、
そ

の
《
騎
士
道
的
婦
人
崇
拝
》
が
井
上

作
品
の
重
要
な
要
素
に
ま
で
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

 

井
上
の
場
合
そ
の
祖
母
と
の
《
同

盟
》
関
係
は
題
材
と
し
て
も
特
殊
で

興
味
深
か
っ
た
か
ら
、
作
品
に
繰
り

返
し
描
か
れ
て
き
た
。
対
し
て
、
清

張
の
カ
ネ
と
の
関
係
は
表
面
的
に
は

ど
の
家
で
も
見
ら
れ
る
、
祖
母
と
孫

と
の
あ
り
き
た
り
の
関
係
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
井
上
ほ
ど
特
別
に
描
い
て

い
な
い
。
そ
れ
で
も
、『
半
生
の
記
』

や
『
骨
壺
の
風
景
』
（
80
年
２
月
、

「
新
潮
」
）
に
は
、
繰
り
返
し
書
き

込
ま
れ
る
同
じ
場
面
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
カ
ネ
の
死
と
そ
の
葬
式
の
描
写

で
あ
る
。
ま
た
、『
恩
誼
の
紐
』（
72

年
３
月
、「
オ
ー
ル
讀
物
」
）と
『
骨

壺
の
風
景
』
に
は
、
同
じ
言
葉
が
印

象
的
に
使
わ
れ
て
い
る（
次
回
）。

　
清
張
は
カ
ネ
の
こ
と
を
『
骨
壺
の

風
景
』
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。

 

〈
祖
母
が
生
き
て
い
る
と
き
は
、
私

は
祖
母
に
そ
れ
ほ
ど
な
つ
い
て
い
た

と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
死
ん
で
し

ま
う
と
、
私
が
い
ち
ば
ん
祖
母
を
愛

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（
中
略
）

　
火
葬
場
の
係
員
が
棺
を
竃
の
中
に

入
れ
、
松
葉
を
ま
わ
り
に
詰
め
こ
ん

だ
。
そ
の
松
葉
の
小
枝
の
一
つ
を
私

も
持
た
さ
れ
て
投
げ
こ
ん
だ
。
こ
の

と
き
嗚
咽
が
こ
み
上
げ
て
、
大
声
で

泣
い
た
。〉

　
お
さ
え
て
引
き
し
ま
っ
た
い
い
文

章
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
鮮
や
か
に

情
景
が
浮
か
ぶ
。
大
泣
き
す
る
20
歳

の
清
張
、
そ
の
心
に
聞
こ
え
る
カ
ネ

の
言
葉
は―

次
回
に
続
く
。

文芸
hiroba 中 　川　里　志

北九州市立松本清張記念館　学芸担当主査
Satoshi Nakagawa

清張アラカルト

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【常設展観覧料】

【お問合せ】
  093（582）2761

一般500円　中高生300円
小学生200円

【開館時間】
午前９時30分～午後６時

（入館は午後５時30分まで）

Information

直筆原稿『骨壺の風景』

め
か
け

お
え
つ

か
ま
ど

き
ょ
も
う

※

　『
井
上
靖
の
世
界
』
福
田
宏
年
著
、72
年
９
月
４
日
、

　
　
講
談
社
。

二
つ
の
『
玉
碗
記
』

松
本
清
張
と
井
上
靖（
４
）
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北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

　
北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿

記
念
館
は
、
江
戸
時
代
木
屋
瀬
宿
場

町
が
あ
っ
た
長
崎
街
道
沿
い
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
記
念
館
が
あ
る
場

所
は
、
も
と
も
と
本
陣
が
建
て
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
当
時
は
拠
点

の
場
所
と
し
て
栄
え
て
い
た
そ
う
で

す
。
記
念
館
の
周
辺
に
は
、
い
く
つ

か
の
史
跡
も
残
っ
て
お
り
、
宿
場
町

の
始
終
を
示
し
た
と
い
わ
れ
る
「
構

口
」
の
一
部
も
当
時
の
石
垣
を
残
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
市
指
定
の
有

形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
「
旧
高
崎

家（
伊
馬
春
部
生
家
）」
や
木
屋
瀬

宿
か
ら
黒
崎
宿
へ
向
か
う
途
中
の
休

憩
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
「
立

場
茶
屋
銀
杏
屋（
市
指
定
文
化
財
）」

は
、
建
築
物
史
跡
と
し
て
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
も
当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残

す
木
屋
瀬
の
町
で
、「
長
崎
街
道
ひ

な
ま
つ
り
　
木
屋
瀬
宿
〜
立
場
茶
屋

銀
杏
屋
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
で
４
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木

屋
瀬
宿
記
念
館
内
に
あ
る
「
み
ち
の

郷
土
史
料
館
」と「
旧
高
崎
家（
伊
馬

春
部
生
家
）」、「
立
場
茶
屋
銀
杏
屋
」
、

木
屋
瀬
の
町
に
あ
る
お
土
産
屋
「
も

や
い
の
家
」
の
４
カ
所
で
行
い
ま
す
。

　
か
つ
て
呉
服
店
を
経
営
し
て
い
た

面
影
が
残
る
「
も
や
い
の
家
」
は
、

２
階
建
て
の
古
民
家
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
、
２
階
合
わ
せ
て
３
０
０
体

を
超
す
雛
人
形
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

雛
人
形
の
他
に
も
、
１
０
０
年
以
上

前
の
オ
ル
ガ
ン
な
ど
貴
重
な
資
料
も

併
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
木

屋
瀬
で
一
番
古
い
江
戸
時
代
の
雛
人

形
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

３
月
３
日
の
ひ
な
ま
つ
り
の
日
に
合

わ
せ
て
甘
酒
の
振
る
舞
い
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　「
旧
高
崎
家
（
伊
馬
春
部
生
家
）」

は
放
送
作
家
、
伊
馬
春
部
の
生
家
で
、

そ
こ
に
ひ
な
人
形
を
飾
り
、
古
民
家

と
併
せ
て
来
館
さ
れ
た
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
木
屋
瀬
か
ら
黒
崎
間

の
休
憩
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

「
立
場
茶
屋
銀
杏
屋
」
は
、
大
き
な

銀
杏
の
木
と
共
に
今
も
当
時
の
面
影

を
残
し
て
い
ま
す
。
ひ
な
ま
つ
り
の

目
玉
は
、
建
物
の
一
番
奥
に
鎮
座
す

る
「
巨
大
雛
」
で
す
。
地
域
の
方
が

手
作
り
で
作
成
さ
れ
た
大
き
な
雛
人

形
で
、
毎
年
新
し
い
人
形
を
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
さ
げ
も
ん

や
写
真
の
竹
筒
に
お
人
形
が
入
っ
た

　「
竹
雛
」な
ど
も
手
作
り
の
作
品
で

す
。
建
物
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
た
段

飾
り
と
共
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
で
も
「
も
や
い
の
家
」
と
同

様
、
３
月
３
日
の
ひ
な
ま
つ
り
の
日

に
合
わ
せ
て
、
ひ
な
あ
ら
れ
や
甘
酒

の
振
る
舞
い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　「
み
ち
の
郷
土
史
料
館
」
で
は
、

毎
年
趣
の
違
っ
た
展
示
を
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
第
61
回
企
画
展
と
し

て
、
手
作
り
の
さ
げ
も
ん
を
は
じ
め
、

ひ
な
ま
つ
り
に
関
す
る
展
示
を
行
い

ま
す
。

　
４
施
設
が
お
の
お
の
違
っ
た
雰
囲

気
を
演
出
い
た
し
ま
す
の
で
、
全
て

の
施
設
そ
れ
ぞ
れ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
、
旅
人
が
行
き
交
っ
た
長
崎

街
道
を
、
当
時
の
風
景
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

髙　田　佳　奈学芸員 Kana Takata

長崎街道ひなまつり
木屋瀬宿～立場茶屋銀杏屋

か
ま
え

た
て

ば
ぢ
ゃ
や
い
ち
ょ
う
や

ぐ
ち

い

　ま

　は
る  

べ

【開館時間】午前９時～午後５時30分(入館は午後５時まで)
【休館日】月曜日(月曜が祝日の場合は翌日)
【入館料】一般200円(160円)　高校生100円(80円)　
小・中学生　50円(40円)

【お問合せ】北九州市八幡西区木屋瀬３の16の26　093（619）1149

Information

〈長崎街道ひなまつり　木屋瀬宿～立場茶屋銀杏屋〉
【日程】２月中旬～３月末(施設によって開催期間が違います)
【場所】北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 みちの郷土史料館、
旧高崎家(伊馬春部生家)、もやいの家、立場茶屋銀杏屋

Event

もやいの家

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 みちの郷土史料館

旧高崎家住宅(伊馬春部生家)

立場茶屋銀杏屋（八幡西区石坂）

3 CulCul  2016.February

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

演劇祭三つ、今年も。

　
秋
は
、
毎
年
「
枝
光
ま
ち
な
か
芸

術
祭
」
「
海
峡
演
劇
祭
」
が
楽
し
み

な
時
期
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
年
は
、

例
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
て
い
た
「
北
九
州
芸
術
工
業
地

帯
」
が
２
０
１
５
年
９
月
か
ら
16
年

３
月
ま
で
と
い
う
か
な
り
長
い
ス
パ

ン
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め

に
、
こ
の
性
質
の
違
う
三
つ
の
演
劇

祭
が
同
時
期
に
動
く
と
い
う
面
白
い

こ
と
も
起
こ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
面
白
い
の
は
開
催
時

期
が
近
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

「
枝
光
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」
も
「
北

九
州
芸
術
工
業
地
帯
」
も
商
店
街
を

舞
台
と
し
た
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
た
。
前
者
は
『
ラ
ス
ダ
ン

ッ
！
』
と
銘
打
ち
、
参
加
団
体
有
志

が
観
客
を
巻
き
込
ん
で
行
う
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
そ
し
て
後
者
は

『
踊
っ
て
!!
京
町
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
こ
ち
ら
は
な
ん
と
京
町
商
店

街
の
店
主
た
ち
も
巻
き
込
ん
だ
フ
ラ

ッ
シ
ュ
モ
ブ
（
不
特
定
多
数
の
人
た

ち
が
申
し
合
わ
せ
て
、
公
共
の
場
で

突
然
ダ
ン
ス
や
演
奏
な
ど
を
始
め
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
形
）
系
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。

　
劇
場
と
い
う
閉
じ
た
空
間
を
飛
び

出
し
、
商
店
街
を
舞
台
に
観
客
を
巻

き
込
み
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ

と
観
客
と
の
〝
敷
居
〞
を
踏
み
越
え

て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
二
つ
の
演

劇
祭
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
興

味
深
い
。
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
し

て
く
か
に
注
目
し
た
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、「
海
峡
演
劇
祭
」
は

今
年
も
一
癖
も
二
癖
も
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
観
客
に
挑
ん
だ
。

　『
誰
か
と
暮
ら
す「
社
会
」
。
や
り

と
り
で
知
る
他
者
の
感
覚
は
不
思
議

が
い
っ
ぱ
い
。
で
も
、「
私
」
が
当

然
と
思
っ
て
る
日
常
も
仕
方
が
無
い

と
諦
め
て
い
る
物
事
も
常
に
、
途
上
。

変
わ
っ
て
い
く
し
、
変
え
ら
れ
る
。

「
あ
な
た
」と「
私
」の
日
常
を
、

こ
こ
か
ら
一
緒
に
覗
き
た
い
。
』
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
元
、
集
め
ら
れ

た
作
品
は
以
下
の
と
お
り
。

　
福
岡
県
糸
島
市
在
住
の
ユ
ニ
ッ
ト

「
う
ず
ま
き
座
」
に
よ
る
『
空
気
の

観
察
』（
作
・
演
出
・
出
演
：
手
塚

夏
子
・
大
澤
寅
雄
）
。
ダ
ン
サ
ー
の

妻
と
「
文
化
生
態
観
察
」
を
実
践
す

る
夫
で
構
成
さ
れ
た
〝
異
色
の
夫
婦

ユ
ニ
ッ
ト
〞
が
紡
ぐ
、
〝
対
話
〞
に

ま
つ
わ
る
作
品
だ
。

　「
劇
団
石
」
に
よ
る
『
在
日
バ
イ

タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
』（
作
・
演
出
：
き

む 

き
が
ん
）
。
「
在
日
朝
鮮
人
」

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
深
い
部
分
に

迫
る
一
人
芝
居
。

　「horam
iri

ダ
ン
ス
研
究
所
」

に
よ
る
ダ
ン
ス
公
演
『
黒
の
物
語
』

（
振
付
・
演
出
：
つ
か
の
み
き
／
12

月
19
日
・
20
日
／
海
峡
ド
ラ
マ
シ
ッ

プ
）
子
ど
も
を
持
つ
母
と
し
て
の
日

常
を
持
っ
た
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
身
体

が
暖
か
く
も
り
り
し
い
作
品
だ
。

　
そ
し
て
、
演
劇
祭
の
ト
リ
を
務
め

た
の
は
「
海
峡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演 

『
Hg-

猫
の
庭
』

（
作
・
演
出
：
詩
森
ろ
ば
「
風
琴
工

房
」
）
だ
。
「
チ
ッ
ソ
」
（
水
俣
病

の
加
害
企
業
）
で
実
際
に
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
、〝
猫
を
使
っ
た
実
験
〞

に
ま
つ
わ
る
作
品
を
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
形
式
で
上
演
し
た
。

　
「
海
峡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、

地
域
を
超
え
た
作
品
創
り
の
た
め
に

集
め
ら
れ
た
集
団
で
、
今
回
は
「
演

劇
作
業
室
紅
生
姜
」
の
山
口
恭
子
、

野
口
和
夫
、
「
劇
団
Ｃ
４
」
の
児
島

誠
、
「
飛
ぶ
劇
場
」
の
中
川
裕
可
里
、

「
青
春
座
」
で
活
躍
し
た
江
口
之
章
、

飯
塚
の
劇
団
「
劇
団
爆
裂
感
乱
写
」

の
仲
千
恵
、
フ
リ
ー
の
吉
田
幸
弘
、

テ
ン
イ
チ
、
渡
辺
ハ
ン
キ
ン
浩
二
な

ど
、
実
に
、
個
性
的
か
つ
ぜ
い
た
く

な
メ
ン
ツ
だ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
顔

合
わ
せ
が
実
現
す
る
の
も「
演
劇
祭
」

な
ら
で
は
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　
方
向
性
も
定
ま
り
、
な
お
か
つ
、

新
た
な
挑
戦
も
見
え
る
こ
の
三
つ
の

演
劇
祭
、
今
か
ら
次
の
開
催
が
楽
し

み
だ
。

ト
ル

ホ
ラ
ミ
リ

ふ
う
き
ん

「劇団石（トル）」『在日バイタルチェック』

「horamiriダンス研究所」『黒の物語』

『海峡演劇祭』チラシ
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北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿

記
念
館
は
、
江
戸
時
代
木
屋
瀬
宿
場

町
が
あ
っ
た
長
崎
街
道
沿
い
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
記
念
館
が
あ
る
場

所
は
、
も
と
も
と
本
陣
が
建
て
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
当
時
は
拠
点

の
場
所
と
し
て
栄
え
て
い
た
そ
う
で

す
。
記
念
館
の
周
辺
に
は
、
い
く
つ

か
の
史
跡
も
残
っ
て
お
り
、
宿
場
町

の
始
終
を
示
し
た
と
い
わ
れ
る
「
構

口
」
の
一
部
も
当
時
の
石
垣
を
残
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
市
指
定
の
有

形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
「
旧
高
崎

家（
伊
馬
春
部
生
家
）」
や
木
屋
瀬

宿
か
ら
黒
崎
宿
へ
向
か
う
途
中
の
休

憩
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
「
立

場
茶
屋
銀
杏
屋（
市
指
定
文
化
財
）」

は
、
建
築
物
史
跡
と
し
て
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
も
当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残

す
木
屋
瀬
の
町
で
、「
長
崎
街
道
ひ

な
ま
つ
り
　
木
屋
瀬
宿
〜
立
場
茶
屋

銀
杏
屋
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
で
４
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木

屋
瀬
宿
記
念
館
内
に
あ
る
「
み
ち
の

郷
土
史
料
館
」と「
旧
高
崎
家（
伊
馬

春
部
生
家
）」、「
立
場
茶
屋
銀
杏
屋
」
、

木
屋
瀬
の
町
に
あ
る
お
土
産
屋
「
も

や
い
の
家
」
の
４
カ
所
で
行
い
ま
す
。

　
か
つ
て
呉
服
店
を
経
営
し
て
い
た

面
影
が
残
る
「
も
や
い
の
家
」
は
、

２
階
建
て
の
古
民
家
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
、
２
階
合
わ
せ
て
３
０
０
体

を
超
す
雛
人
形
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

雛
人
形
の
他
に
も
、
１
０
０
年
以
上

前
の
オ
ル
ガ
ン
な
ど
貴
重
な
資
料
も

併
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
木

屋
瀬
で
一
番
古
い
江
戸
時
代
の
雛
人

形
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

３
月
３
日
の
ひ
な
ま
つ
り
の
日
に
合

わ
せ
て
甘
酒
の
振
る
舞
い
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　「
旧
高
崎
家
（
伊
馬
春
部
生
家
）」

は
放
送
作
家
、
伊
馬
春
部
の
生
家
で
、

そ
こ
に
ひ
な
人
形
を
飾
り
、
古
民
家

と
併
せ
て
来
館
さ
れ
た
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
木
屋
瀬
か
ら
黒
崎
間

の
休
憩
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

「
立
場
茶
屋
銀
杏
屋
」
は
、
大
き
な

銀
杏
の
木
と
共
に
今
も
当
時
の
面
影

を
残
し
て
い
ま
す
。
ひ
な
ま
つ
り
の

目
玉
は
、
建
物
の
一
番
奥
に
鎮
座
す

る
「
巨
大
雛
」
で
す
。
地
域
の
方
が

手
作
り
で
作
成
さ
れ
た
大
き
な
雛
人

形
で
、
毎
年
新
し
い
人
形
を
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
さ
げ
も
ん

や
写
真
の
竹
筒
に
お
人
形
が
入
っ
た

　「
竹
雛
」な
ど
も
手
作
り
の
作
品
で

す
。
建
物
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
た
段

飾
り
と
共
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
で
も
「
も
や
い
の
家
」
と
同

様
、
３
月
３
日
の
ひ
な
ま
つ
り
の
日

に
合
わ
せ
て
、
ひ
な
あ
ら
れ
や
甘
酒

の
振
る
舞
い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　「
み
ち
の
郷
土
史
料
館
」
で
は
、

毎
年
趣
の
違
っ
た
展
示
を
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
第
61
回
企
画
展
と
し

て
、
手
作
り
の
さ
げ
も
ん
を
は
じ
め
、

ひ
な
ま
つ
り
に
関
す
る
展
示
を
行
い

ま
す
。

　
４
施
設
が
お
の
お
の
違
っ
た
雰
囲

気
を
演
出
い
た
し
ま
す
の
で
、
全
て

の
施
設
そ
れ
ぞ
れ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
、
旅
人
が
行
き
交
っ
た
長
崎

街
道
を
、
当
時
の
風
景
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

髙　田　佳　奈学芸員 Kana Takata

長崎街道ひなまつり
木屋瀬宿～立場茶屋銀杏屋

か
ま
え

た
て

ば
ぢ
ゃ
や
い
ち
ょ
う
や

ぐ
ち

い

　ま

　は
る  

べ

【開館時間】午前９時～午後５時30分(入館は午後５時まで)
【休館日】月曜日(月曜が祝日の場合は翌日)
【入館料】一般200円(160円)　高校生100円(80円)　
小・中学生　50円(40円)

【お問合せ】北九州市八幡西区木屋瀬３の16の26　093（619）1149

Information

〈長崎街道ひなまつり　木屋瀬宿～立場茶屋銀杏屋〉
【日程】２月中旬～３月末(施設によって開催期間が違います)
【場所】北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 みちの郷土史料館、
旧高崎家(伊馬春部生家)、もやいの家、立場茶屋銀杏屋

Event

もやいの家

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 みちの郷土史料館

旧高崎家住宅(伊馬春部生家)

立場茶屋銀杏屋（八幡西区石坂）



（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture
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あ
の
日
、見
た
も
の
。

特集
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州芸術劇場
音楽｜いろはにぴあの

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。
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